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　　　　　　　　　　　　　’　　第一部

　　　　　　　　　　　　1　明治初期翻訳小説の漢語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言語変化研究部第二研究室長　飛　田　良　文

1．　漢語研究の方法

　　　　　　　　　　　　　　漢語を使い，理解できなかった人

　　　　　　　　　　　　　　漢語を使わず，理解もできなかった人

　　　　　　　　　　　　　　漢語を使わず，理解はできた人
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2．　漢語研究の資料

　（A）日本人の公的著作（学術書・啓蒙書・教科書・小説・脚本など）

　（B）日本人の私的著作（手紙・日記など）

　（C）外国資料（日本語文典・会話書・対訳辞書など）

　①）翻訳資料（学術書・啓蒙書・入門書く埴訳物・独案内物〉会話書・小説など）

　（E）速記資料（落語・講談・演説など）

　（F）録音資料

　（G）日本人の日本語研究（文法書・調査報告書・辞書など）

　低）総合資料（新聞・雑誌）

　〈文体の種類〉

　　｛a｝漢文　　（b｝漢文直訳体　　（c｝和文体　　（d｝候文体　　｛e｝．欧文直訳体

　　（f）言文一致体（口語体）

　〈明治初期の翻訳〉

　〔纏英学童子解〕青禰清明治18
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　　　原語ヲ字綴ノ通リニ棒読ニスルハ，則チ彼国ノ言語ナリ，之二邦訳ヲ施シ，転動ヲ附ケテー語
　　　　　　　　タダチ　　　　　　　　　　　　チヨクヤク　　　　　　　　　　　　　　　ジaンジヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トリ

　　　モ残ラX’，直二之ヲ読ムヲ直訳ト云ヒ，又原語ノ順序二拘ラズ，唯原文ノ意味ヲ採テ之ヲ我ガ
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　　文二翻案シタルヲ翻訳ト云フ

3．調査対象と調査単位　“

〈花柳春話の文体と’読者〉

　　〔通俗花柳春話・叙〕

　　　原文……リットン作「アーネスト・マルッラバース」「アリス」

　　難花糖話（明治・・）……漢文直訳体一漠字片仮名交・文一・tiSt童男子

　　通俗花柳春話（明治17）……和文体　……漢字平仮名交り文……婦女児童

　く調査単位〉

　　調査単位は，文節から助詞・助動詞を除いたものであるが，漢語については，次のように扱った。

　（1）並立語は一単位とする。

　　　〈例〉　真善ee　’花鳥風月・唯々諾々・一小屋一美屋

　②　連体修飾語十被修飾語は一単位とする。

　　　〈例〉　○○式○○・○○的○○・普通学士・人實交際

　　（3）　「漢語＋漢語」＋の＋体言の関係で「漢語＋漢語」が主述の関係，連用修飾語＋被修飾語の

　　関係にあるものは一単位とする。

　　　　〈例〉　風日美妬ノ好時節・一笑傾国ノ風姿

　（4）　「漢語十数詞」の関係で，連体修飾語十被修飾語の関係にあるものは一単位とする。

　　　　〈例〉　午後五時・短歌一篇

　　⑤　人名の姓と名は切らない。

4．漢語と文体との関連

　く計量的分析〉

　　語種からみた漢語（第俵）　品詞からみた（第2・3表）　漢語の字数の分布㈲4表）

　〈文体的分析〉

　　漢文直訳体の漢語は和文体ではどう対応するか。

　　①　一字漢語の場合（対応類型）　　②　二字漢語の場合　　③　三字漢語の場合

　　④　四字漢語の場合　　⑤五字漢語以上の場合

5．漢語の語構成と文体との関連

6．明治初期翻訳小説（漢文直訳体と和文体）の漢語の特色
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第2表　（異なリ語数）

第3表　（延べ語数）

第4表
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